
        

 令和２年度 船員安全・労働環境取組大賞（特別賞） 

受 賞 者：井本商運株式会社 

取組の概要：新型コロナウイルス感染拡大期における対応を経験則として、船員

と物流を守り、繋ぎ続けることを目的としたプロセスを策定。予防

概念から発生時の迅速運用、かつ対応漏れを防止する為のフローチ

ャート、消毒マニュアルの策定などに取り組んだ。 

取組の名称：『新たなる脅威に備えて』 

【具体的な取組の内容】 

【具体的な成果】 

全運航船 26 隻、現場乗組員 160 名（予備員無し）及び陸上社員を対象に、本取り組みを開始

（2020 年 1 月）して後、現在（2020 年 12 月）に至るまで、新型コロナウイルスをはじめ、季

節性感染症（インフルエンザ・ノロウイルス）への感染者ゼロ。 

 

見た者の目を引くように、視覚化に拘った資料とした。 

また、ページそれぞれが喚起掲示物となり得るようメッセージ性を強めた。 

※その他、別途資料。 
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【取り組みの全体像】労働環境部門
～船員安全・労働環境取組大賞 応募資料～

【取組の名称】『新たなる脅威に備えて』
～COVID-19対策に学ぶ

正常性バイアスに囚われない即応プロセス～

【取組の目的】新型コロナウイルス感染拡大時
における対応を経験則として、いかに物流を守

り、繋ぎ続けるかを目的としたプロセスの構築。また、今後の脅威として、当該ウイル
スの第2波拡大に向けた防疫対策の継続と新型インフルエンザ（新たなウイルス）の発

生・拡大への防疫体制（即応対応）の確立を目的とする。

【取組の具体的な内容】
１）情報が錯綜する中、船社間及び消毒業者など専門的な知識を持った実務者との意

見交換による（海運オペとして）情報展開におけるリーダーシップ構築。
２）若年船員から高齢船員までを対象としたビジュアル面を重視した資料の作成及び

共有展開。
３）水際対策だけでなく、実際に発生した場合を想定したフローチャートの作成及び

付属資料。
４）有症者発生における消毒業者手配から対応までの間、乗組員による消毒作業「予

備消毒」の策定及び訓練。

守る
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発生以前の感染疾病対策
➢ 船内掲示物の展開

➢ 予てより運用中の安全見える化チェックに衛生関連も加え
2019年8月よりリチェック

➢ 注意喚起



LOGO

www.imotoline.co.jp

3

大袈裟と言われても ～情報収集・分析～

当初、ここまで感染が拡大するとは
誰もが予想だにしなかった。

しかしながら、これまでに我々はSARS
やMARSなど、ウイルスの脅威を何度も
身近に経験してきた。

家畜に至っては口蹄疫や鳥インフルエン
ザなどもその一例である。

命に関わる防疫対策は、まず過大評価に
よる掘り下げから始まる。
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大袈裟と言われても ～最悪な状況を想定して～
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まずは基本対策を忠実に ～乗船中の体調管理～

どのような防疫対策も、習慣付けなければ
効果は薄れる。最終的には、個人の自覚に
より、予防へ至る行動ラインの引き上げが
大事である。
ここでは、基本に忠実に、なぜ行うか、こ
れによりどのような効果を得られるかを確
認しつつ、それぞれが啓発ポスターである
ようなイメージで作成し、疲労なく見て取
れる資料の作成へ心掛けた。



LOGO

www.imotoline.co.jp

6

まずは基本対策を忠実に ～基本的な情報を提供～
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罹患者が発生することを想定 ～各種想定フローの作成～

➢ 対応を協議する際、陥りがちなのが、状況を断片的に想定するところである。
発生から復旧までに於いて、関係軸と時間軸を主とした鳥瞰フローが検討・議論の拠り所となる。
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罹患者が発生することを想定 ～消毒マニュアルの策定～
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罹患者が発生することを想定 ～消毒訓練により具体的内容へ～
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有症（発熱）者発生時における対応及び事例検証
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罹患者発生時における基本概念 ～対応サイクル策定～

詳細な想定フローを知っておくことは、実
対応の上で選択肢を増やす。

しかしながら、事例の無い、手探りのマ
ニュアルは疑似経験則の資料には違いは無
いが、実際に対応する際はどうか？

これまで罹患者は発生していないが、実際
に発熱を伴った有症者については2件対応
を行った。

この実例をもとに、あらゆるリスクを踏ま
えた基本的な行動概念「基本概念」は左の
通りである。

一見シンプルではあるが、誰もが理解し、
それぞれの部署に於いて、臨機応変に対応
を行える「基本概念」こそが知識と疑似経
験則で鍛えた即応対応に繋がるのである。

※事例検証は成功も失敗も踏まえ、精確な対応
を加速する上で貴重な材料となる。


